
青年労働者生活の変容とニュー・ライフスタイル

荒　　岡　　作　　之

従来のライフスタイル研究をふまえ、現代青年労働者のライフスタイルの特徴を析出

し、彼らの口、丁と連帯の実機を探求する課題は停めて重要である。本稿では、団塊シ㌧ユ

ニアを中心とする　「1代一・百年労働者を対象に「世代」概念を援用し、各種意識調査・

世論調査結果を手かかりに、先行する世代との比較を通して彼らの生活意識や行動の
“糾い、”変化にrlHLた。ハプルの洗礼を卦ナた「HanakoJ t旦代にもライフスタイ

ルのポ／ノヨン（貼軸）に両義l∫杓な“臼分本件”（ミーイズム）があるが、「二十代」

と兄行し仕代とはそのスタイルのとり力、ポシソヨニンクへの「装備」に違いがみられる。

すなわち「二一l代」llHじは、①情報機器への高い親和性（親近感）、②数次就職［離職・

転職」への低い抵抗感、③社会的政治的行動への参画なとの新しい特性を備え強めつつ、

ポノ／ヨン確寸をめざし模索している。本稿では、そうした彼らのライフスタイルを、

「「Ⅰ分らしさ」を追求する‘イⅠ軸模索型”であると特徴付けて論究している。

手一ワード　ライフスタイル、青年ガ勝者、世代、卓彦調、戯次威瀞、

「／7分らしさ」、「斤軌／

Ⅰ　はじめに一課題設定－

1980叶代、とりわけ半は以降、わが国では市坪のライフスタイルや生活様式

への附し、か高まり、新しい研究動向が件まれている。

ライフスタイルと生活様式の概念は、lて年に適用する場合をみても、相対的

であいまいな概念し、である。周知のように、ライフスタイル概念は、1960年代

初頭に、消色帯行動の新たな説明原即としてマ【ケティンク研究者が注目した

ことで登場した。～Ⅰウェーハーが社会的秩序の次ノしで配分される身分的地位

概念とかかわり表現した「隼析態度ないし生活様式（Lebensfuhrung）」に起
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源をもち、T　ヴェフレンによって応用された社会学用語である。それは、「あ

る社会あるいは集団の成員が共有する生活の様式・営み方であり、しかもその

個人の生き方をトータルに規定するようになった認識と行動の枠組」2）として

用いられている。

さて、個々人の生き方への関心やこだわりにおける特有な臼新しさは、これ

までも喜年・若者たちを対象に論及されることが多かった。第2次世界大戦直

後の「アプレ・ケール」的苗年論や、50年代後半の社会変革の「旗手」たる

「世代」論、さらには60年代後半には「世代」諭的百年論などが登場し、大い

に議論を呼んだ。80年代中頃からほ、「60年代生まれ」の青年たちの思考や行

動を、総じて「新奇なもの」としてネカティウにとらえ、彼らを「新人類」と

か「ェイリアン（異星人）」あるいは「トランスポゾン世代」なとと称し、意

味の不可解な名前をつけた風俗的世代論がわが国で流行した。

「世代」とは、「何らかの意味において歴史的体験を共にし、共通の心理構

造をもち、類似した社会的行動様式を示す一群の同時代者たち」3）のことであ

る。古い習慣や伝統の息つく伝統的社会で生育した世代と、社会変動が日常的

な現代社会で暮らす世代とでは、例えば成人式ひとつとりあげてみても、通過

儀礼の意義、内容は異なっている。歴史的生活体験の違いは、人々の性活意識

や価値観の形成に大きな影響を及ぼすものであり、それゆえ、同世代に生育す

る集団としての「世代」概念は分析用貝として有用である。

80年代後半以降のアメリカにおいても、「タウンサイシンク」、「アウトソー

ンンク」の進行とともに、「アメリカン・ドリームの挫折」、「中産階級社会の

子jき詰まり」などに研究関心が集まった。それと関わり、現代アメリカ社会に

あって大きなボリュームゆえに大きなパワーを持ち続けてきた「へヒープーマー」

及び「ヘビー7－マ一・シュ二ア」を対象とする世代研究りが盛んとなった。

わが国では、「企業中心社会」が問題となり、『「個人生活俊先社会」をめざ

して』（抒済企画庁、1991年）において取り紺むへき課題が提唱された。また、

「企業人間」の歪みと併せ青年労働者の“自分本位”の子」▲動様式にも問題提起

がみられた。青年世代への研究関心は高まり、例えば、トヨタ自動車の技能員

（「3K」労働）採用に際し予定者数を下回るという事態が隼まれたり、「ひっ
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くりするほと度胸よく辞めていく」揮1たちが話題となったりもした5）。安く

て従順な百叩男側石のく労働力＞謹戒の課題をもつ独占資本にとっては、そう

した社会現象は、「国家はなれ」・「企業社会から離反」の私隼活中心工義、「滅

公布私」的人間の登場による危機として把捉された。

他方、勤労者・国民にとっても、その同じ社会現象が、馴隼が統治能力をも

つ主権者として、民主主義と生活擁護の担い手として成長する卜での困難な問

題状況であると理研された。

本稿の課題は、現代古年労働者のライフスタイルの新しい特徴を析出し、彼

らの自立と連帯の契機を探求することにある。従って、青年（15－29才）のう

ち、団塊ンユニア（1970－197仰生まれ）を巾心とする「二十代」百年労働者

を対象に論及する。「l頃t」概念を援用し、各種意識調査・世論調査結果を手

かかりに、先行する世代との比較を通して、彼らの生活点識や行動の“新し

い’’変化に注目する。

Ⅱ　青年労働者生活の変容

「団塊ノユニア」のライフスタイルを析山するには、まず彼らの育った時代

背景を捉えることが重要である。

世代比較として、団塊世代（1947－49年生まれ）、Hanakol廿代＜新人類世

代＞（1960†64隼生まれ）、そして団塊ンユニア世代という3f什代の価値観の

違いと時代持景を、小林勇美らの所論6）に即して概括しておこう。

現在（1997イ1）40代後、l′～50代前、群の岡焼の世代は、第1次へヒープーム世

代であり、「新人類」のノし祖と称されることもある。彼らは、戦後の民主主義、

新制教市の小で′1f了し、テレヒ放送開始（1953年）の頃は、その多くが家庭に

テレヒがなく、街頭でテレヒを見た。1960年頃の集団就職や、60年代末の大学

紛争では、「異義申し、†て」運動の巾心的な糾い手となり、そうした経験の巾

で、それまでの伝統的な価値観を覆しながら、新時代を創造してきた世代であ

る。就職後は、日本経済の安定成長期にあたり、実質賃金は」月したが、現川＿

「リストラクチュアリンク」の対象とされ、老後に不安を抱いている。
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Hanako世代（新人類世代）は、雑誌『Hanako』創刊とともに、20代にバ

フル時代の洗礼を受けた世代であり、現在は30代前半～半ばにあたる。この世

代は、「所得倍増計画」とともに生まれ、経済が急成長していく社会で育ち、

進学率が上昇（高校進学率926％、大学・短大進学率が男41．3％、女33．3％）

し、「落ちこぼれ」、「家庭内暴力」なとも話題になった環境の中で教育を受け

てきた。バフル経済、商業主義文化の洪水の中で生育し、ミーハー道を歩んで

きた世代である。つねにワンランク上を目指す上昇志向が強いとされる。

第2次ベヒープームの団塊ジュニア（現在20代）は、高度経済成長が完了し、

物質的豊かさが達成された後に生まれた世代である。進学率がすでに一定水準

に達し、テレヒゲームが普及する中で教育を受けている。パソコン等情報機器

をはじめ物質的「豊かさ」をもつ社会にあって、彼らは無理せず、自分らしく

やりたいというミーイスム世代である。

以上の素描からも分かるように、時代背景の相違は、各世代の生活と価値観

を異なったものにしている。

さて、現在、新たに職場に参入してきている従業員世代の多くは、団塊シュ

ニ了を中心とする百年たちである。彼らと先行世代とでは、生き方やライフス

タイルにおいてどういう相違が見られるのか。先ず、彼らの階層構成、社会的

ポジションから見ておこう7）。

総務庁統計局「労働力調査」によれば、1996年の青年労働者（15～29才）数

は、1，473力人である。産業別にみると、「サーヒス業」が273％とトノブであ

り、「卸売・小売・飲食店」が260％と次いでいる。1970年当時トップを占め

ていた「製造業」（348％）は21．3％へと減少し、第3位に後退している。

職業別にみると、「保安・サーヒス職業従事者」が166力人、「専門的技術的

職業従事者」が222万人で、1985年と比較してそれぞれ143％、130％と増加し

ている。経営規模をみると、零細企業（従業員数1～29人）で働く青年は、全

体の約3割（293％）を占める428万人で、1000人以上の大経営で働く305万人

（全体の209％）を大きく上回る。

雇用形態でみると、パート・アルバイトなと不安定雇用の雷年は161万人

（119％）で、うち学牡でも正社員でもない「フリーター」は90万人を超えて
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いる。

団塊シュエア世代の労働環境を、先手」するHanako世代と比較すると、その

相違は次貢の「咋活文化年表」（表1）から貝体的に読みとることができる。

1987年は「地価高際」を、1989年は「株価史「滋高」を記録した年であるが、

その頃20代であったHanakoL吐代は、フラント信仰の強い消費行動を見せた。

この世代には「特有のマニュアル化された理想の生活・人生スタイル」があり、

彼らは「【男志向が強い」。この世代は、「独身i－王族」、「高消費」、「プラント志

向」などの言葉で特徴っけて語られたりもした、ハフル経済の申し子である。

しかし企業「合理化」の厳しい労働環境、膨大な情報に囲まれた緊張した生

r舌にlけ代の別はなく、Hanako世代も、労働生活上では「過労死」を生むほと

の長時間・過密労働を抑しっけられている。しかし、消費生活の上では、なお

プラントl商品を購入するなとの「余裕」がみられ、「まだまだ人生に希望をもっ

ている」のである。

たが、1991作の「株価暴落」・「ハフル経済肋壊」以降、青年の生活は一変す

る。匝】塊ジュニアを申し、とする「二l代」の「時代気分の変化」を象徴するも

のは、「リストラクチュアリンク」と「インターネット」である。

「バフル経祈」崩應後、「リストラ」・「雇用調整」が進み、企業は新規採用

を抑えた。タウンサイシンクに伴う「アウトソーシンク」（外部委託）による

下請再編は、人減らしのターゲットとされる肖年労働者の生活を哲かしている。

零細・下請企業で、とりわけ、「フリーター」という本安定な雇脚犬態にある

彼らにとっては、雇用確保と生活擁護の課題は緊要なものとなっている。

先の総務庁統計局「労働力調査」（1996句一）によれば、郡1労働者（15～29

才）の完全失業率は7．4％と高率であり、火業者数は93力人を数え、うち20才

的、寸′までが58力人で、全休の623％を占めている。その中で、アルバイトやフ

リーターではなく、「1にする仕事」（正社員）を希望する者は実に860％にも

1＿る。

また「家計調査報告年報」によれは、25才未満の青年労働者の「収入」と

「消費」に関する1992年と1996年の比較変化では、1996年の「収入」が32，155

H減（△97％）、l「】J「消型」が24，899円減（△100％）と、大幅なマイナスに
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表1　生活文化年表（1985－1997年）

事件／ニュース �ｩ69tﾈｯ8��ﾝx���������Y<ｸ馼ﾌﾈ��������v8�.鞐Xﾈ��

ブランド信仰リゾ‾ト 　　ホロニック 

変化 �I[(�自Lｨ峇�ｬ(ｴｸ躡��,ﾂ�ﾘ(-ﾈ.��

※この表は、1985、ノ1997年にめだった現象（事件、流行、商品なと）があげられている。

なっている。ハブル期の「高消費」から「消費抑制」（低消費）への変化が読

みとれる。この背宗にある要因としては、「青年の失業率の増大、派遣社員・

アルハイト・フリーターなど不安定で低賃金の雇用形態の増大、能力給なとに

よる質金抑制、格差拡大、消費税増税や各種保険料負担の増加など」8）が挙げ

られよう。

「インターネソト」に関しては、90年代、とりわけ93、94年頃から急速に普

及した。企業はコンピューターや通信機器を主に、情報技術（lT）投資を強め

てきている。クローハリセーションとしてのネットワーク化は、個人も企業も

地域と世界を巻き込んで進んでいる。今後はコンピューター操作にかなり習熟

した一部の百年労働者をテンポラリーワーカー（一時雇い労働者）的な雇用形

態で採用する条件が成熟する一方、情報機器の活用と情報機器を通しての職場・

労働者管坪が進展しよう。情報ネットワーク機器の発展・普及として、モバイ

ル・コンビューテインク、テレワーク、SOHO（スモールオフィス・ホーム
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1991　1992　　1993　　1994　　1995　　1996　　1997　　1998

株価暴落　　　　　　　　　自民党か政権から脱落　　　　阪神大震災　　総凛挙　　　　動燃事故　　　長野五輪

′けル崩壊　　　　　　　　皇太子旧成婚　ゼネコン汚職　地下鉄サリノ事件　　　　　　神戸小学生殺害事件

毛利さん宇竃へ　　　　　　　　　　　　　　銃犯罪多発　　0167且勤　　　消t税5％　　参戌遇

Jリーグ開慕　中華航空機運落　　　　　　　　アトランタ五輪

米不足　　　　いじめ自校　　PL法施行　　薬害エイズ院松和解

地坪サミット　　　　　　　　　　　　　　　　住専間血　　　沖縄基地問題

湾岸戦争　　カンポン7PKO　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　寄港返還

ソ連邦ノ消滅　　ロスホ動　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ペルー且太夫挿心血入省暮性

複合不況
リストラ　　　　　インターネット

・－　　∴　r・・
共生　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　精神世界　　　脳

リサイクル　　　　　　　　　　死帆運　　　　哲学　　　　　凍如系

リストラで　カチコリーキラー　　　　　　価格敵機　　　失業率上昇　　　　　　　　　自衛

父帰る　　　　　　　　海外瓢行」馴ヒ　　　　　携帯、PHS　　　　　　／りアフリ

リサイクル　　　　　　　　　　　　　　　　　個人賜入　　　免震住宅

個人破産息増

インターネット

出所）ハイライフ研究所編著F次代を読む生活コンセプト1998』PHP研究所、1997年、221～222頁

オフィス）なとの「労働編成・勤務形態の変化・分業と協業の仕組みの変化は、

脛用形態の不安定化・労働条件の大幅な切り下げと一体的に進んでいる」9）こ

とを見る必要がある。

90年代不況は、戦後最大規模の構造的大不況であると指摘されている。＜大

企業体制＞は、60年代前後の戦後型の日本的労務管理として確立されたもので

あり、昇進・昇格・福利厚生・教育の全領域にわたるきめ細かな管理・統合を

通して、労働者人生を競争人生に変えてきた体制である。団塊世代の労働者た

ちは、こうした企業体制の枠組からの除外を避けるために、＜安定志向＞・く

企業依存＞のライフスタイルをうち固めてきた。では「二十代」の百年労働者

たちは、今日とのようなライフスタイルをうち立てているのか。どうやら彼ら

は、団塊世代とは追うスタイルとスタンスで労働環境の変化に適応していこう

としているかのようである。
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Ⅲ　ライフスタイルの変容

a）生活意識・価値観の特徴

戦後どの時代にどこで生まれ育ったか、どのような生活体験を共有したかに

よって、生活意識や価値観は世代により異なってくる。

図1は経済企画庁「国民生活選好度調禿」（1995年）結果から、「世代により

異なる意識、価値観」をみたものである。

現在50才前後の団塊の世代と20代の団塊ジュニアとは明らかに異なった傾向

を見せている。

l丑塊の世代では、「伝統や慣習」を重視する「旧意識」のひきずりが見て取

れるし、「他人」への不信感や「現状」追従が相対的に“有意”である。それ

に比へて、団塊ソユニア世代では、①「チャッカリ」と「適当に楽しく生きる」、

②「仲間をまとめる」ことは苦手だが、③「理想の追求」、「他人への信用」は

比較的高いことを示している。こうした彼らの意識をひとまず確認し、次に他

（％）

だけ大射二すべきだ　　　　　　　　　　　一一一 

1日′　－‾－‾ノ‾′‾‾‾ 

一・、・・一・＝－1ノr・‾■■‾■■‾‥‾‾■‾信イ三二を脚Zと階見方 

誓・～竺讐乏高三誓書誓ら物師電ここ警 ��

20－24抜　25－29歳　30－34歳35－39歳d0－44歳45－49㍍党　50－54歳55－59歳

（悌都1繚済企画「】咽民撞清選好度調査」（1995勺）により作軋
L深間内容は夙古老R身の生き方や考え力について「そう監う」「とちらかといえばそう思う」

と山谷した割合。
出所）小林的美「世代による価値租の違いと時代背恩」（rESP」1996年6月ぢ　22百）

匡＝　世代により異なる意識、価値観
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責年労働者生活の変容とニュー・ライフスタイル（荒岡）

の項目・テーマについて上主体的にどのような意識表明を見せているかを検討し

てみよう。第一／1命保険のソンクタンクであるライフテサイン研究所では、

「団塊ノユニアt什代の就労意識に関するアンケート調査」10）（対象　20～24才、

1995年4月尖施）結果を公表している。

アンケート調査から「隼活意識」をみると、男件の846％、女性の821％が

「社会のために役立っよりも、口分の生活を充実させたい」ことを肯定してお

り、いわゆる“自分本位”（ミーイズム）の傾向が強い。

また、　＿和銀行「独身サラリーマン・OLの生活実態調査」11）（1996年8月実

地）の「現在最も重点をおいている生所分野」についての設問でも、同調査サ

ンプル中、団塊ジュニア世代は、サラリーマン・OLともに、第1位は「余暇・

レンヤー」（サラリーマン273％、OL311％）、第2位は「交際・コミュニケー

ン′ヨン」（サラリーマン253％、OL253％）との結果が出ており、第3位が

「仕事」（サラリーマン207％、OL149％）で、「お金」（サラリーマン40％、

01．33％）は「カルチャー」（サラリーマン60％、01．62％）より下位である。

91年調香時点と比較すると、「サラリーマン」では人きく「什事」が後退し、

「交際・コミニュケーンヨン」へとウェイトがシフトし、「OL」では「余暇・

レンヤー」上向が依然として強いことが分かる。

さらに「ィ、安に思う／l所分野」をみると、サラリーマン、OLともに置きた

い／l活の重ノ工とは異なり、現実の生活問題（「お金」と「仕事」）の割合が非常

に高くなっている。「お金」への不安では5年前と比較すると、サラリーマン

（25～29才）が228％（91年調査）から307％（96年調杏）へ、OI．（25～29才）

では283％から344％へと尚まっている。r司様に、「仕事」についても、サラ

リーマンでは183％（91年調査）から253％（96年調査）へ、OLでは209％か

ら228％へと高まっている。「ハフル締済」崩壊後の傾向は明瞭である。なお、

「お金」（賃金）に対する満足度は、鉄鋼労連「第4回総合意識調査・中間報告」

（1996年11月実施）結果が173％（25～29才）と低いことからも「不安」感が

看取される。

先の　二和銀行調査では、「月々の暮らし向き」についてサラリーマンの637

％、0Ⅰ．の582％が「苦しい」（「かなり苦しい」＋「やや苦しい」）と答えてい
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青年労働者生活の変容とニュー・ライフスタイル（荒岡）

る。「貯蓄R的」についても、第1位が「いざという時のため」（サラリーマン

659％、OL695％）、第2位が「結婚資金」（サラリーマン52．0％、OL565％）

となっている。5年前の調査時点では、OLの場合第1位が「結婚資金」

（672％）と高率であったことを想起すると、その第2位への後退は先行きの

生活不安の反映とみるべきであろう。

こうした意識傾向が継続するものかとうか、社会的経済的背屈から探究して

おこう。

現在わが国は、戦後最大の雇用危機12）（敗戦直後の混乱期を除き）にみまわ

れている。雇用危機は団塊ジェこア世代にも深刻な影響を及ほしている。失業

率は日本の失業統計史卜点高水準の3％台半はとなっており、15～19才は90

％、20～24才は61％、25～29／れま41％である。また、不安定雇用労働者（パー

トタイマーや契約社員なと）が急増しており、さらにまた、労働力の流動化・

終身雇用制の解体による雇用不安の広がりがある。

日本経営者団体連盟が雇用管理の基本戦略として打ちたした「新時代の日本

的経営－挑戦すへき方向とその具体策」用（1995年5月）にもみられる通り、

今後はフリーターや契約社員等の不安定雇用労働者の増加が加速しよう。規制

緩和を強める「人競争時代」には、「新しい時代の経済には新しい労働のノス

テムを」ということで、歴用の弾力化、流動化がより推進され、労働者は次の

3クループに分けられ管理される方向が提示されている。すなわち、第1に正

社員を小心にした、管理職・総合職・技能部門基幹職なとを対象とする「長期

蓄積能力所用クループ」、第2に有期雇用契約の非正規社員による「高度専門

能力活用型クループ」（実硫本位の年俸制）、そして第3に「雇用柔軟型グルー

プ」（職務に応じた時給制）が想定されている。

多くの苗年労働者の場合、一般職・技能・販売部門なとでの定型的業務を中

心とした仕事の「雇用柔軟型クループ」に配属される叶能性が高い。この「雇

用柔軟型クループ」には、「余暇所用型」から「専門的能力の活用型」までさ

まざまなハリエーンヨンがあり、一見選択の幅が広がったかのようにみえる。

しかし、彼らは結局のところ「不安定雇用労働者」群として、企業に吸収され、

増大していくことになろう。
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占年労働者牛活の変容とニュー・ライフスタイル（荒岡）

つまり、日経連の提起した今後の隠Ilい賃金システム再編の方向は、「企業

の内部には．菅に余分な労働力を抱え込まず、必要に応じて必要な労働力を調達

する“労働力のジャストインタイム＝人間の看板方式”を目指すということ」

である1㌔

それでは、“円分本イl■／”で、「交際・コミュニケーション」や「余暇・レジャー

」を人切と考える市坪たちは、以lで述べたような企業社会の厳しい労働・生

活環境の中で、とのようなライフテサインを描いているのであろうか。あるい

は、厳しいツJ倒・／l所環矧こ椚ったライフスタイルがすでに形成されているの

であろうか。

b）‘‘自軸模索型〝　のライフスタイル

現在私達は、lJ】らアイデンティティを確立し、セルフボンンヨン（白軸）を

自分で決める「セルフ・ボンショニンク」を迫られる時代に生きているともい

える。こうした視点に且つき、ハイライフ研究所は興味深い世代別マトリック

スを提示’5’している。「R軸確立型」、「自軸模索刊」、「他者追従型」、「決断放

栗型」の4タイプを「セルフ・ポジンヨこンク」として提示し、さらにライフ

スタイルを10に分類している。

次貢の蓑2は、3llt代別マトリソクスである。

生活の仲景にある祉会環境の変化と各人が‖噸もっている意識・「セルフポ

ジション」との相乗効果でライフスタイルの骨格が決まると言ってよい。そう

した観点で、去2のセルの小から「十代」（団塊ジュニア中心）を特徴っけ

る現象を析山すると、①「モハイルコンビューテインクで情報武装」（「n分武

装」）、「パソコン通信で友人とコミュニケーション」（「存在確認」）、②「転職

を練り返すお気輯リセソト行動」、③「NPO、ライフセーハー熟」（「世界市民」）

なとが挙げられよう。

①に関して占えば、インター∵不ソト、携帯電話、PlISの普及なと通信産業の

情報化の進展が影轡している。三菱電気の「新入社員とマルチメディア」アン

ケート綱杏】‘■、（1996叶3月尖施）結果によると、コミュニケーシ′ヨン手段とし

て「‘電話」（985％）の次に「電子メール」（男549％、女647％）をよく利用

－41－



己子年労働者生活の変容とニュー・ライフスタイル（荒岡）

表2　世代別マトリックス

「 ！タイプ �8���48��7B�二十代 買��ｶ��)�2�団塊世代 

スタイル �� ��

匂詔診 ��(､X�9j��*ﾈ齷ZｩY��R���ス起業 ��7－人気 

ングで情報武装 】 �98�Y^hﾗy?ﾂ�況 生探し 

自己編集 �%Tｩ�隱r�.�7ﾘ487X�ｸ8�ﾋｸ�ｲ�デ二ング人気 のデジカメ 亢2�

自分発信 し 囘��駟8ｨﾖX7X�ｸ8�� �4898自�b�

⑳ 俾侘映���み演出 ��の関心 ＊老親介護への不安 

と楽しむ ��ﾈｴ2�

脱出願望 �5ｨ6(6xﾗ9:�� 亢��

存在確認 ��ドアレジャー 竸ｩk｢�

⑬ ��ﾈ�(源�R�齪ﾌ雲ｨｯﾂ� ��ム 

匂琵匠計 凵毎�ｫこもり ＊出社拒否 ��h���ｹ�Mｲ�岳 

出所）第1表と同じ。165～166頁。7†町宅の現象（別件、流行、疎晶なと）を4タイプ（セルフ・ポ
ノノヨン）と10のライフスタイルに分類しているか、筆者が他tけ代を省略。
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市年労働者生所の変容とニュー・ライフスタイル（荒岡）

するという人が他lけ代に比して圧倒的に多く、「手紙」（244％）の倍以上の利

川率である。まさに彼らは個人情報メティ了に親しみ、それらを口在に使いこ

なし始めた仲代である。

②の「転職」の「気悸」さについては、社会的締渚的背景とともに、彼らが

日頃もっている意識（那待）に関連があるだろう。就職する際の「勤務先選択

張準」に関するライフテサイン研究所「95年調香」では、l位に①「仕事内容

のおもしろさ」（490％）、②「自分の能力や資格が生かせること」（436％）、

③「勤卿寺l琶］や休日」（246％）、④「給与水準」（236％）等がと位である。

こうした選択題準から見れば、職場に入った後彼らが早晩自分の「期待」と現

実との落差（矛盾）に気っき悩むのはH明である。また、社会経済生産性本部

「96年新入社員の、1作問の意識変化」調査（1996年10～1日］実施）では、希望

する会社での山社員採用枠が小さいという規制を考慮したとしても、「若いう

ちならはフリーク」ト活も悪くない」という項Rについて、495％（男436％、

女569％）に卜る約半数の青年が「そう一思う」と回答している（なお、従業員

数300人未満の企業では598％と一層高率）。

なお、好況期（高度成長期）の離職は多くの場合そのまま転職につながって

いたので、中卒・高卒の頻繁な転職にもかかわらず、古年の完全失業率は低い

ものであった（1960咋14％、70咋24％）17）が、最近隼は全く事情が異なってい

る。こうした点に留1還して次匪トをみてみよう。

図2は「転職・独立意lHがある人」の時系列変化を示したものである。青年

男性の転職・独、†志lr・」は95年の399％から97年の485％へ、女軋では95年の30

8％から97年の415％へと増加している。90年代後半は、企業「合理化」が雇

用慣行を変え、資本による労働者の樅利抑圧が一同進んだことで、労働者の巨

木的直川ンステムに対する信戟感が曲れ、企業の魅力（企業への求心力）が弱

体化したことの反映であると．「える。

一方、間塊のItHCの離職・転職観は彼らとは人きく異なっている。団塊の世

代は、仕事や会祉に「満足できない」としても「家庭への責任」と生活の安定

のためできる限り正社員としてととまり、「揮想を追求するよりも現状を従し

て」（図1）企業内人／上＿を歩こうとする「ワーカホリック」L吐代である。
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喜年労働者生活の変容とニュー・ライフスタイル（荒岡）

①男性

29歳以下30代　40代　印代　60代　　　　　2沌以下30代　40代　50代　60代

（瑠（制笥瑠璃）（n＝霊腔腔絆飢n竃）
往　nは上段が97年、下段が95年

山師）鈴木征男秋元正弘松田茂樹「ライフテサイン（人生跳十）の現状とその乱射1997牛調査）＝）

ライフデザイン研究所「LDIREPORTJ1997年11月号所収

図2　転職・独立意向がある人（性・年齢別）

ところが青年労働者の場合、「自分らしさ」、自分への忠実さをホームポジショ

ン（Fl軸）として、離職・転職を「敗北」なとと否定的に捉えず「気軽」に勤

病先をリセットする。企業規模、職種、「上昇」、雇用形態の「不安定」さには

さはとこだわらず、やり甲斐のある仕事、面白い仕事、わくわくする仕事を求

めて自分に忠実に生きるへく、“転職”人生を演じドライフするのである。

さて、③の「NPO、ライフセーバー熟」をとう評価すへきか。HIV訴訟支

援行動、阪神・淡路大震災やナホトカ旨座礁による原油流失事故の際のボラン

ティア活動、沖縄・基地闘争なとへの学生・雷年労働者たちの参加が高まった。

こうした90咋代後半に入ってからの百年の社会的政治的行動の高揚を、20年ぶ

りの一一過性の「熱」だと捉えるへきだろうか。

総務庁『世界百年ぷ識調査』（1994年1月発表）では、日本百年の社会への

「不満」は53％で「満足」の44％を上山1り、職場への「満足」は58％で11ヶ国

中最低を示した。一方、「個人の力の及ばぬところ」に問題があると回答した
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苗年労働者生活の変容とニュー・ライフスタイル（荒岡）

者が675％もおり、不満をもちつつも諦観する日本の青年の姿が併せて浮き彫

りになった。しかし、その後、「白軸」と現実の企業社会との矛盾、緊張関係

を介して政治や会社に対する不満と不信を抱く政治・社会意識が作勤し、彼ら

は日分の／lき方・ライフスタイルの問題として政治的社会的課題を捉えるよう

になっていく。「個人の力では及ばぬ」領域や課題にも、それに立ち向かうな

かで克服できうるとの見通しを、自分らしさを追求する実体験を通してもちっ

つある。“自らの意志で、見返りを期待しないで行う社会的貢献’’であるボ

ランティア椚動は、そうした貴重な実体験となっている。

そういう芯味で、公共サーヒスを子Jう民間非営利組織（NPO）・第3セクター

への関心を強め肯年たちのライフスタイルは、Hanako世代の“自分本位”

（ミーイスム）のぷ軸からの明確なシフト（変杏）といえる。ボランティア活

動に参加した青年たちがそれを通じて得たものとして、占年たちが「日分の存

在が他者なり集団なりによって認められること」や「己の存れや居場所がまわ

りから評価され認知される関係」18）を確認できたことである。彼らはこれらの

活動を通じ、ア備佼化した高校や「インへ一夕ーゲーム」やファミコンの世界

では味わえなかった集団としての活動に参加する畠びを共感する。情報のネッ

トワーク化時代を反映した、独白のフソトワークとネソトワークを年かした運

動とアイテ了も／トみ出していった。阪神・淡路人震災を契機に、ボランティア

と情報通信網の関わりが強まった。また、インターネノト上での救助、支援の

ボランティア所動のために情報交換をする場としてVCOMが発展している。

高度な情報通新技術を活用した通信ボランティア、技術ボランティアなどと呼

ばれる揖イネソトワ【ク上のボランティア活動の増加川）等もみることができる。

国際比較卜も決して多い人数ではないが、「l1分が社会で何ができるか」を

問いながら、自分に忠実に主体的に生きていくための手段の一つとして「二十

代」がボランティア活動に参加しているとすれば、そこには彼らのライフスタ

イルの特徴が投影されていると言えよう。

以上の分析からも明らかなように、先行する「HanakoL吐代」の20代時点の

／巨活と現代の背年（団塊ジュニア小心）の性析とでは大きな変容が見られる。

現在、雇用・労働条件は一層悪化しており、青年労働者の経済生活（家計）は
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青年労働者生活の変容とニュー・ライフスタイル（荒岡）

圧迫されており、経済的・時間的“ゆとり”はみられない。ハフルの洗礼を

受けた「Hanako」世代にも、現代青年にもライフスタイルの基軸には“自分

本位”（ミーイスム）がみられるが、しかしそのスタンスのとり方、装備、

「武装」のしカは変容している。以下に見る通り「ニュー・ライフスタイル」

とも言える、すなわち、－

①パソコン、PHSなとの情報機器への高い親和性（親近感）とその活用、

②数次就職、「離職・転職」への抵抗感のなさ（定職、職種、昇進へのこだわ

りのなさ）、③ボランティアなと社会的政治的行動への積極的参加なと、の

“新しさ”が備わっているのである。

現代青年労働者は、以上見たような新しい特性を強め備えつつ、ポジション

確立をめざし模索している。彼らのライフスタイルを特徴付けるならば、自分

に忠実に、「自分らしさ」を追求する“日軸模索型”のライフスタイルである

といってよいであろう。

Ⅳ　ニュー・ライフスタイルのゆくえ

「自分らしさ」を追求する“白軸模索型”ライフスタイルと言う場合、「目

軸」は両義件をもつものであり、「模索」は向い可変性をもつものであること

を、先ず確認しなければならない。

個を確立することで「自軸」をうち立てようとすれば、前近代的・旧共同体

的な社会関係のひきずりに貢に対抗しうる力を備えた人間へと自己を形成し、

表現しなければならない。その意味で、「白軸」をうち立てることは積極的な

一曲をもっ。

しかし、明櫛な／Ⅰ活倫理（ェートス）や選択原理をもたず、その「自軸」が

狭い視野と関係性に留まっている場合は、自律と連帯の生活倫坪の欠如により、

他律件が高くならざるをえない。この場合、たとえ高度な情報通信技術を備え

ていても、たとえば企業の巾では、繹済合理性を追求する資本の側のイニシャ

ティフの下で、その「白軸」も資本の枠内にからめとられてしまう。

明確な生活倫理や選択原理が欠けた、「自由」で「個性的」な「自軸」への
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求心化は、抵抗感や罪悪感の希薄な人間を生み、そうした人間は衝動的、剃那

的行動をとりやすい。「20代」の次世代である「ティーン」（中学生・高校生）

の多くが、安らきゃつながり感を得るために、日分の／甜三確認をするために、

ボケヘル、プリクラなとの「もの」を媒介にする現象が見られる。さらに一部

の者は「援助交際」といった自己放棄型のライフスタイルをもつまでに至って

いるが、これも明確な／1析倫理や選択原坪を欠いた、「白l＝」で「個性的」な

「臼軸」への求心化の現れである。

従って、「日輪模索」を考える場合、白軸のコアの部分とその方向性を考究

することが重要である。川塊ジュニアを中心とする「十代」のライフスタイ

ルのゆくえを探るためには、彼らの“武装”特Mとポソ／∃二ンクとを関連

つけて検討することが必妾である。

兄ず第1に、「情報化」、情報通信技術・機器との親和性が向いという特性と

のl軋迫を見てみよう。2010年の情報通信関連のlt」場規模は123兆円と予想され

ている（「電気通信審議会」答申、1994年）ように、今後は百年とコンピュー

ター・ネットワークとの結びつきはますます強まるだろう。ネットワーク化は、

人と人とを平等に結ぶ。それによって、新しい民十的人間関係か形成される可

能性、祉会参加手段（ネソトワークとボランティアとの結合はすでに指摘した）

としての可能性、さらに資本L義システムの統御可能性なとが大きくなるだろ

う。これらは積極面として評価される2㌔

一方、伝達情報の過多に直血する車で、情報を適切に選別し判断する能力の

養成が市要であることか。忍識されてきているし、l‖jl廟こ、人間的なコミュニケー

ン′ヨンのあり方も門検岩、」が求められている。職場や地域、家庭での人間関係が

希薄化するにィ、r‘い、コミュニケーンヨンの苫丁・な占年が増えていることを考え

ると、コンピューターを使ったコミュニケーションが新しいイム連・触れ合いの

「広がり」であると丁放しに楽観視できないのも事実である。

「自分らしさ」の追求・椴素にとって、時候のあいさつや憧ロなと人間関係

を円滑にする【‾i語の機能の役割、相可に言葉を交わすことで／Ⅰ＿まれる心理的融

和関係の成17の意義は人きい21、。つまり対面コミュニケーションのもつ意義や

役割は大きく、これも川せてより直視する必要かある。「「惜幸椚ヒ」に伴うマイ
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ナス面を抑制し、プラス面を押し広げるための「模索」がポジショこンクには

問われているのである。

第2に、定職、職種、「上昇」へのこだわりのなさという特性との関連を見

なければならない。日経連の提言した「新時代の『H本的経営』」の方向に沿っ

て、有期契約なとの雇用の多様化が進み、派遣雇用、不安定雇用の労働者が増

大している。不安定雇用労働者は政策的、人為的に創山されてきており、こう

した労働者層に占める苗年労働者の比率も増大している。

ところで、遠的増人という側面とともに、注目すべきは、彼らの就労形態

（例えば「フリーター」）である。彼らは、企業規模、産業、職種間の重層的格

差構造の境を超えて「お気韓リセット行動」を繰り返す（表2）。こうした

「ホワイトカラー」、「クレーカラー」、「ブルーカラー」問の流動は、働く仲間

の相互交流を活発化させると同時に、格差に基つく分断・差別・敵対の意識を

希薄化させ、結果として「価値の相対化」は一層進むことになる。「こだわり」

のない「二十代」にとっては、かって団塊の世代を引きィ、」け、企業体制に包摂

しえた雇用の安定（「終身雇用制」）や企業内の昇給・昇格（「叶功制」）といっ

たものが、求心力として有効に機能しない。

登録型派遣労働者やアルバイターは、企業社会の住人としての自覚は乏しく、

企業への忠誠心は一般に低い。企業にとっては「吸引」しにくい就業者群であ

る。それゆえ、資本は百年のライフスタイルに警戒し、関心を高めている。資

本にとって「雇用・労働市場の弾力化戦略」陀）のもつ重要性はより高まってい

るのである。

「気軽さ」「こだわりのなさ」は労働者の側にとっても両刃の剣である。職

場に定着し、働き続けることによって生まれる仲間l口］士の連帯感や共感は、

「気軽に」職場を流動する青年たちからは「生まれにくく」、「見えにくく」なっ

ている。資本による人事・労務管理の戦略に対抗して、労働者の桂活要求を実

現するためには、働く仲間同上の人間的な結びつきと共通の体験をへ－スにし

た連岸が必要であるか、その実現が困難な状況がある。この状況を踏まえた上

での自軸模索のためのセルフ・ポシショ二ンクが求められているのである。

第3点は、NPOへの関心、ボランティア活動への取り組みなとに見られる
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社会的政治的行動への参酌こ、「l代」の新しい時代感覚・社会的政治的意

識の方向性が看取されることである。2、3の事例をみよう。例えは、旭化成・

共働き家族研究所「アフタ▼5の過ごし方」謂杏（1996年12月発表）によれば、

「アフター5にはとのようにしていますか」の設問に対し、740％もの労働者

が上nJより先に「さっさと帰宅することが多い」と答え、「あなたの職場では

定時に帰宅するのに気をっかいますか」に対して、524％が「気をつかわない」

と答えている。「非常に気をっかう」の75％、「多少気をっかう」の39．2％を、

人きく」一いりっている。

さらに、経折広報センター「企業の不祥執こ関する『会社員の声』」調査（

19975月発表）によれは、「二l代」の会社員に一連の「不祥事の原因につい

て」の項目で選択回答（3つまでの回答可）させたところ、「問題があっても

指摘しにくい企業風⊥がある」の回答が57．1％で第1位であり、次いで「社内

のチェソク体制が盤備されていない」が536％で第2位であった。「競争か激

しく少々の企業倫理を無視しても営業活動を優先せざるをえない状況がある」

が393％で第3位であった。第2位の「口1答が第3位を14％以上もL阿っている

ことは、企業の不祥事が「企業風土」と「体制」の問題だと明確に指摘できる

「一十代」の会社憶のん／1＿を小している。

また従来、「二十代」の帯年たちは「二重（会社・組合）離反型」で集題目こ

ほなじまないと解されてきた。しかし、日木綿折盲年協議会「働くことの意識」

調査（1997年6月）結果によれは、「労働組合は必要と思うか」の設問に対し

て、「あったほうがいい」という回答が68％（90年は63％）であった。協調主

義的労働組合のもとで真木との交渉力、賢本への規制力が弱まっている中でも、

「ハフル経済」崩壊以降は労働組合への期待感が高まっていることが分かる。

以上の経験的調再結果からも、「二†代」の百年たちが、企業の不祥事を許

さぬ鋭い批判精神をもち、労働時間と個人の「自由時間」を明確に区別する権

利意識をもっていること、雇用と′l所擁護のために労働組合の必要性を認め、

労働組合再年への願いをもっていることが読みとれる。これは、百年のボラン

ティア活動なとの社会的政治的運動の高揚が一時的な「熱」であるとは断じら

れないことに通底する現代青年の意識状況を示している。
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彼らは、自分たち自身の問題である、人間くささの欠如、主体的な創造的意

欲の希薄さ、ゆとりのなさなど3）に気づき始め、「自分らしさ」を求め、自分

に忠実に生きるためには、自律とともに社会的連帯が必要であることを徐々に

学びつつあるようである。こうした傾性を持続的で一貫したものにうち固めう

るかがポジショニンクに問われていることは確かであろう。

小括

現代は戦後最大の雇用危機の時代と言われている。労働者は日本的雇用ンス

テムへの信頼感を失いつつあり、職場では能力主義管理が強まり、労働者問の

競争と選別を強め、働きすぎによる心身の慢性的な疲れの蓄積による「過労死」

が人王正に生み出されている。

こうした中で、雇用と生活防衛の切実な課題は、団塊世代のみならず、

Hanako世代にも団塊ジュニア世代にも共通している。したがって、現代宵年

を、風俗的に論じる世代論ではなく、他の世代と共生し信頼しあう同時代人と

して捉え、その特徴を把握することは、世代間の連帯を押し進める上でも重要

である。

表層的ラベリングを好む「世代論」からすれば、現代の百年は数次離職・転

職を「気軽に」しているように映るかもしれない。しかし、気心の知れた仲間

と軽口をたたきあう「ゆとり」もなく、互いに助けあい支えあう「仲間」も見

つからない、単純労働の繰り返しの緊張した職場24）であれば、百年ならずとも

離職・転職は避けがたい。まして、現代青年は他世代と比へてより「自分らし

さ」の追求に価値を置いているのである。

私は、現代雷年労働者のライフスタイルを「自分らしさ」を追求する「自軸

模索型」と特徴づけた。このポシションのコアには、他世代にもみられる自己

（私）が座っている。しかし、自軸の確立をめざして模索する方向（求JL、化）

と仕方が他世代とは異なっている。団塊世代とHanako世代は、主に「もの」

（マイホーム、車、フラント品など）を取得することに満足感をおいていた。

これに対し、団塊ソユニア中心の「二1代」は、「こころ」、すなわち自分に忠
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実であること、「自分らしさ」を演じえたことに充実感、達成感を覚える。

彼らの、情報コミュニケーションの手段を用いた仲間との「ふれあい」の求

め方も、数次就職も辞さないリセット行動も、またボランティア活動も、「自

分らしさ」を持続したいという百年のライフスタイルの特徴からきているよう

に見える。披らは、政府や会社に対してアプリオリの信頼感というものを持っ

ておらず、それらへの依存と帰属意識は低い。したがって、企業社会のしきた

りからは逸脱しがちである。その分、経済的・時間的な「ゆとり」を失うとし

ても、彼らは、それをも緊張感なくしなやかに（「チャッカリ」と）受けとめ

て対処しうる最初の世代になるかもしれない。

現代青年労働者は、「自分らしさ」を大江＝こするために資本との攻めきあい

を適して、資本の柳の設定した準拠枠にとらわれないポシ∴／ヨン（白軸）確立

の方途を模索しようとしている。現在の中高年世代がかつて20代であったころ

とは違った状況の下で、そしてもちろん違った什方で白軸確汁に向け、彼らは

向義的でUJ変性の高い「模索」のプロセスを「自分らしさ」で歩むことになる。

そして、時代と状況は、彼らが自律と連帯の生活倫理をその日軸のコアとし

て持った、社会の宍の主催者、主体者として形成される可能性と困難性を示唆

しているのである。
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